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朝日新聞、他新日比谷プロジェクト（三井不動産）

芸術文化の発信拠点に

「合歓の広場」に1995年からたつゴジラの銅像。
外国人観光客らに人気

【新日比谷プロジェクト」の主な特徴】
1．国際的な芸術文化発信、ビジネス連携等の拠点（国家戦略特別区域）
平成26年12月19日に開催された第10回国家戦略特別区域諮問会議にて、本プロジェ
クトは東京圏として初となる国家戦略特別区域として内閣府より計画認定されました。
2．当地の歴史や立地特性を活かした「ホプキンスアーキテクツ」によるマスターデザ
イン
日比谷公園との緑の連続性や眺望を活かしたランドスケープや施設計画といたしまし
た。外装は、高層部においては明治期の「鹿鳴館」を始め国際交流や西洋文化の先
駆けとしての歴史を踏まえたデザインコンセプト「DANCING TOWER」とし、低層部は
三信ビルディングをモチーフにしたデザインとしており、品格あるエレガントな外装デザ
インを実現しました。

計画建物6階
「（仮称）日比谷テラス」イメージパース

計画建物1階外構
「（仮称）日比谷ゲートプラザ」イメージパース
（千代田区有地と一体的に整備する約3,600m2

の広場空間）

東宝グループと連携した賑わいづくり


